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「未開人」へのまなざしと『野生の思考』 
未開人は知性が未発達で合理的な思考ができず、非論理的な呪術的思惟にとらわれている――そのような社会進化論的な偏

見に対し、文化相対主義は、いかなる社会もそれぞれに固有の価値の体系を持っていることを指摘し、自民族の尺度で文化

の優劣を論じることに異議を唱えました。今回の小展示では、構造主義人類学の泰斗、レヴィ=ストロース（1908年11月

28日生まれ、つまり今年2008年には満百歳！）の『野生の思考』を中心に、いわゆる「未開」の概念を再考する文献をご

紹介します。  

「人食い人種」は実在したか？ 
ジャングルの奥地には人食い人種が住んでいて、うかつに近寄ればたちまち捕まって生きながら釜ゆでにされてしまう――

むかしの映画やマンガには、そんなイメージがよく使われていたものです。さすがに21世紀ともなると世界中どこの国でも

政府が禁止しているので完全に廃れたとはいえ、未開の秘境には人食いの風習がほんの数十年前まで残っていた？ 「人食い

土人」の実在を（たとえば時代をもっと遡って15-17世紀の大航海時代 1）の史実としてならば）疑ってみたことすらない人

のほうがむしろ普通なのかもしれません。1979年に The man-eating myth を著したアレンズは、「この問題を考え始めた

ときは私自身、読者と同様、食人は昔も今もかなり普通な現象だという意見をあらかじめ抱いていた」と告白しています。

けれども、文献を博捜した結果、伝聞・孫引きや誤解によるものばかりで「人類学者による信頼できる完全な直接報告を、

ただの一例も見出すことができなかった」ので「他者が食人の性向を有しているという観念は、ひとつの神話である」とい

う結論に至りました 2）。 
「カニバリズム(人肉食)の話は世界中にみられる。現代においても戦争や，遭難などの危機的状況のなかで人の肉を食べた

ことが伝えられている。しかし，突発的な行動としての人食いではなく，習俗や制度として人間の肉を食べているところの，

俗に言う「人食い人種」といった人間社会が本当にあるのかどうかは，大いに疑問である」3）。他方、人肉嗜食は実在した 4）

と現在でも主張し続けている文化人類学者もあります。また、狂牛病 5）(BSE)との関連で多くの論者がニューギニアのフォ

レ人のクールー病 6）の感染源を、葬送儀礼で死体を食べたことに帰しています。ただし、人肉を食材として常用する「人食

い人種」の実在の真偽は、特殊な状況下での人肉食の事例が事実として存在したこととは別次元の話として区別して考える

べきでしょう。1963年から1964年にかけて高地パプア人の現地に住み込んで取材した朝日新聞記者の本多勝一も「ヒトさ

え見ればとって食う人種、人間を主食にでもしているような人種、私たちに会えば必ずつかまえて食う人種というような」

「鬼ガ島の鬼のよう」な「いわゆるヒト食い人種」はどこにもいないとレポートしています 7）。  
 

『野生の思考』 La pensée sauvage と「高貴な野蛮人」  
レヴィ=ストロースの1962年の著書 La pensée sauvage 『野生の思考』は、文明人の思考と本質的

に異なる「未開の思考」なるものが存在するという幻想を解体しました。「未開性の特徴と考えられて

きた呪術的・神話的思考、具体の論理は、実は「野蛮人の思考」ではなく、われわれ「文明人」の日常

の知的操作や芸術活動にも重要な役割を果たしており、むしろ「野生の思考」と呼ぶべきものである。

それに対して「科学的思考」は、かぎられた目的に即して効率を上げるために作り出された「栽培思考」

なのだ。」8） 
もともとは言語学の研究方法だった構造主義をレヴィ=ストロース(Claude Lévi-Strauss 1908-   )

が文化人類学の方法論として応用するようになったきっかけには、ロマーン・ヤーコブソン(Roman Jakobson 1896-1982)
との相互交流がありました。両人はそれぞれナチスを避けて1941年にヨーロッパからアメリカに渡り、ニューヨークで出会

いました。1949年の Les structures élémentaires de la parenté 『親族の基本構造』9）、1958年の Anthropologie structurale 
『構造人類学』10）で構造主義人類学を確立したレヴィ=ストロースは、1962年にはヤーコブソンとの共著論文でボードレー

ルの詩Les chats「猫たち」を分析しています 11）。 
「自分の習慣にはないものを、野蛮
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なところはなにもないように思う。どうも本当のところ、われわれは、自分たちが住んでいる国での、考え方や習慣を

めぐる実例とか観念以外には、真理や理念の基準を持ちあわせていないらしい。あちらの土地にも、完全な宗教があり、完

全な政治があり、あらゆることがらについての、完璧で申し分のない習慣が存在するのだ。」――レヴィ=ストロースの『野

生の思考』からの引用かとも見紛うばかりのこの文章は、フランスのモラリスト、モンテーニュ (Michel de Montaigne 
1533-1592)の『随想録』第1巻第30章または第31章 (版によって章番号に異同あり)の「人食い人種について」からの一節

です 12）。さらに遡って紀元前5世紀のヘロドトス『歴史』3.38 にも「実際どこの国の人間にでも、世界中の慣習の中から

最も良いものを選べといえば、熟慮の末誰もが自国の慣習を選ぶに相違ない。このようにどこの国の人間でも、自国の慣習

を格段にすぐれたものと考えているのである」13）という、文化相対主義の先駆的言辞を読み取ることができます 14）。  
 



南洋の楽園サモア 
「高貴な野蛮人」を理想化し、それにひきかえ文明人は、と自身の文化を諷刺する文章が、多くの西洋人によって昔から

書かれてきました 15）が、その延長線上で、南洋の楽園に自らの幻想を投影した文芸作品に、ドイツ人ショイルマンによる『パ

パラギ』16）があります。この本の帯は朝日新聞の「天声人語」からの「ツイアビが実在の人物であったかどうかはわからな

い。が、そのことばは知恵と啓示に満ちた文明批評である」という引用を掲載しており、フィクションであることを出版社

自身がほのめかしています。西洋人による全くの創作か、それとも、実在のサモアの酋長の言行／原稿をある程度は反映し

ているのかという疑問について山本真鳥は、「多くの人類学者は同書のもてはやされ方をどちらかというと冷ややかな眼で

見ていたが，それは，この本がどう見ても紹介者ショイルマンの筆になるものとしか思えなかったからである。」「ツイア

ビの演説がサモアに従来ある演説の形式も踏んでいないし，サモア人が通常用いるディスクールとも異なることをショイル

マン＝作者説の根拠として挙げることができる。しかしそうした文化の詳細を知らなくても，一般に人類学者が親しんでい

る未開社会の人々は，文明人が未開社会との対比のうちに内省的に見出すような文明人像を挙げてきたりはしないものだ，

とわれわれは知っている」17）と述べています。 
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